










2.5 練習問題
指定された角,辺の大きさを求めよ.

(1)0を △ABcの外・心とする.∠OAB=32° ,∠OAC=35° の
とき,∠OBCの値.
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(2)Iを △ABCの内心とする.∠ABC=70° ,∠IAB=30° のと
き,∠ICBの値.

A B

g= 23o

. A CB= No"

' , AcL= Lf
( r a,l

(3)Gを △ABCの重心とする.CD=6のとき,GDの値.
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(4)0を △ABCの外心とする.∠CAB=25° ,∠CBA=45° のと
き,∠OABの値.
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(5)Iを △ABCの内心とする.∠ABc=40° のとき,∠AICの値.
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(6)Gを △ABCの重心とする.△ABC:△GAB
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2.6 練習問題 2
各問いに答えよ

(1)△ABCの内心と外心が一致するとき,△ABCはどのような
三角形か説明せよ.
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(2)平行四辺形 ABCDについて,辺 BCの中点を E,辺 DEと
ACの交点をF,辺 Acと DBの交点を0と する.△DFCの
面積が 5の とき,△AODの面積を求めよ.
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(3)△ABCの内心をIと し,3辺 BC,CA,A,生咀Li【ェL奥重i

な点をそれぞれRQ,Rと する.このとき,Iは △PQRにつ
いてどのような点であるか。
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3 チェバメネ
3.1 チェ′1の定理
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チェバの定理

△ABCの辺上にもその延長線上にもない点 0があり,頂点
A,C,Cと oを結ぶ直線が向かい合う辺またはその延長線
と,それぞれ点P,Q,Rで交わるとき,以下が成立.
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P“οぼ △ABCの頂点A り,辺 に平行な直線を引く

この直線と直線BQ,CRと D,Eと する.

ED′ BCから,
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,
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例題
上の図で,AR:RB=1:2,BC:PC=4:3のとき,CQ:QAを 求
め よ
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3.2 メネラウスの定理
メネラウスの定理

△ABCの辺BC,CA,ABまたはその延長線が,三角形の頂
点を通らない直線;と ,それぞれ点P,Q,Rで交わるとき,以
下が成立.

CQ
QA =1

P

助 ぼ △ABCの頂点Aを通り,PRに平行な直線をひく.こ の
直線と,直線BCの交点をDと する.

RP′ADか ら,
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CQ:QA=CP
AR:RB=DP

よって
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例題
上の図で,AR:RB=2:3,
PR:RQを め よ
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3.3 練習問題
(1)△ABCの辺 ABを 3:2に 内分する点を R,辺 ACを 1:2
に内分する点をQとする.線分BQと CRの交点を0,直線
AOと 辺BCの交点をPと する.以下の間いに答えよ`

(a)BP:PCを求めよ.
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(b)△OBP:△ABCを求めよ.
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A (b)PO:OAを 求めよ
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(2)△ABCの辺AB,ACを 1:3に内分する点をそれぞれR,Q
とする.線分 BQと CRの交点を0と し,直線 AOと 辺BC
の交点をPと する.以下の問いに答えよ.

(a)BP:PCを求めよ.
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(3)△ABCの辺AB,AC上に点R,Qがあり,AR:RB=5:1,
AQ:QC=2:3である.線分BQと CRの交点を0,線分
AOと 辺BCの交点をPと するとき,以下の比を求めよ.
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4 内接多角形
4.1 内接四角形
円に内接する四角形の性質

円に内接する四角形の対角の和は 180° である
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四角形ABCDが円0に内接し,

∠BAD=α, ∠BCD=β
とする.円周角の定理から,

角 Aの中心角は_ユ 12生__,角 Cの中心角
である.よ って
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(1)∠ADB=25°,∠ABD=40° のとき,∠BCDの値を求めよ
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(2)∠DAP=60° ,∠APD=45° のとき,∠CBPの値を求めよ
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四角形の円への内接条件

対角の和が 180° である四角形は円に内接する
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以下の図において,4点 A,B,c,Dは 同一円周上にあるか判定
せよ.

(1)∠ABE=40° ,∠AEB=110° ,∠CDE=30°
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(3)Aの内角 82° ,Bの内角 71°,Dの外角 88°
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5 接弦定理 (1)以 下の問いに答えよ
(a)∠ ACB 10(の ときの ∠BAEの値
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(b)∠ACB=38° ,∠CAB=61° のときの∠CADの値.
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6 法べきの定理
61 方べきの定理verl
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2)右 図
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62 方べきの定理 ver2
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ATと BTを線分で結ぶと,△PATと △PTBにおいて,Tが円と
直線の接点なので.
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`1)辺
ABと 辺 (I)の 交点を()と する_ヽ ()2130=3.I)()・ 4

のとき.(〕0の長さ
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(2)辺 ABの 延長と辺 CI)の延長の交点を I)と する AP ′t
BP=‐ 1,DP=7の とき、(■)の長さ
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(3)CP=3,DC=4の とき,APの 長さ
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(4)CD=3,AP=2の とき,CPの長さ
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7

7 2つの円の位置関係

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(1)円 0の半径を4)円 0'の半径を2と する.図中において,AB
の距離を8と する.00'の距離を求めよ.
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(2)円 ()の半径を 4円 0'の 半径を 3と する 図中において.

()0・ の距離を 8と する ABの距離を求めよ
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(3)円 ()の 半径を4円 ()'の 半径を 5と する ()0'の 距離を 6
とする.ABの距離を求めよ
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